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後 期 高 齢 者 医 療 制 度 に つ い て

2010年 5月 17日 横浜国立大学 関 ふ佐子

1.後 期高齢者医療制度の課題 一一 年齢で区別する制度 と年齢をめぐる理念

⇒ 年齢差別を撤廃しつつも、年齢を理由とした保障を必要に応 じて提供する制度ヘ

(1)エイジズム

ア メ リカでは、 1969(昭 和 44)年 にエ イ ジズム とい う言葉 が初 めて使 用

され た頃か ら、高齢者 の保護 と差別禁 止 との 関係 が鋭 く議論 され て きた。

・否定的エイジズム 
ー

高齢者 世代 を役 に立 た ない無用 な集 団な どと位

置 づ け る、高齢 者 に対す る偏 見 と差別

・肯定的エイジズム
ー

高齢者 のみ を対象 と した社 会保 障制度 とい つた、

高齢者 に好意 的 な 区別

。年齢 差別禁止 ≠年齢 に よる区別禁止

。差別 禁止 と両立す る区別 (保 障 )

。世代 内扶養 も促 進 し、負 担 可能 な高齢者 は応 分 の負 担

(2) 年齢 に よる区別 の課題  ―一  メデ ィケア の例
。メディケア (高 齢者 ・ 障碍者 医療保 険制度 )の診療報酬引き下げ問題

―― 診療報酬を引き下げた場合、高齢者の受診を拒否する (若年者のみを診療する)

と表明する医師が増カロ。
・メディケイ ド (低所得者医療扶助制度)では、既に診療拒否がおこつてお り、貧富の

差で受診 しうる医療に格差が生じている。

(3) 年齢 に よる区別 の課題  ―一  保 険者 自治 の機 能 不全

・ 生涯 にわた る健 康 管理や 予 防 の努 力 を反 映す る制度 に

(4) 公 費 を投入す る対象 年齢
。 「高齢者 」 を 65歳 以 上 と定義 した 当時 か らの人 口構 造 の変化

・ 75歳 以上 ――  世代 間扶養 の合 意形成 ヘ

2.新 たな制度のあり方

(1)年齢で区別しない制度
。生涯にわたる健康管理

・保険者自治の促進 ―― 財政調整において、保険者の努力を反映する仕組みの検討

(2)年齢を理由とした保障
。高齢者医療への公費の投入

(3)高齢者の保険料・患者負担
。世代内連帯も促進すべく、高齢者にも、その負担能力に応 じた適切な負担を求める。

(4)そ の他
。 社会保障番号の導入

3。 新たな制度のあり方に関する 4案に対する意見

・高齢者医療 と市町村国保の一体的運営を図る案 【官武委員】に賛成



１
。
６５
歳
は
高
齢
者
？

社
会
保
障
制
度
の
構
築
は
、
高
齢
者
が
６５
歳
以

上
の
者
で
、
そ
れ
を
支
え
る
者
が
１５
歳
か
ら
６４

歳
の
者
だ
と
想
定
す
る
と
、
働
き
手
の
負
担
が

自
ら
や
家
族
間
の
扶
養
で
担
う
よ
り
も
、
社
会

で
互
い
を
支
え
合
っ
た
方
が
よ
い
と
多
く
の
者

が
思
う
範
囲
は
ど
の
程
度
か
。
例
え
ば
何
歳
ま

で
働
き
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
と
計
画
し
て

い
る
の
か
。

６５
歳
に
な
っ
た
ら
仕
事
か
ら
引
退

す
る
将
来
を
支
え
る
社
会
保
障
制
度
と
、

７５
歳

ぐ
ら
い
ま
で
働
く
こ
と
を
想
定
し
た
人
生
設
計

を
支
え
る
制
度
は
異
な
る
。
「高
齢
者
は
６５
歳
か

ら
」
と
い
う
固
定
観
念
が
、
各
人
の
人
生
設
計

を
ミ
ス
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
は

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「高
齢
者
」
と

年
齢
の
関
係
を
改
め
て
検
証
し
て
い
く
。

ｏ
ｌ
「
，測
剣
劇
漸
劉
「
‐
‐

１
，踵
旧
躍
暉
』
勝
腕
脚
―

「高
齢
者
」
「老
人
」
等
の
文
書
を
用
い
る
法

律
は
多
数
あ
る
が
、
こ
れ
ら
か
ら
は
、　
一
貫
し

た
高
齢
者
の
定
義
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な

０

老
年
従
属
人
目
指
数

（生
産
年
齢
人
口

〔１５

～
６４
歳
人
口
〕
に
対
す
る
老
年
人
口

〔６５
歳
以

上
人
口
〕
の
比
率
）
は
、
２
０
０
８
年
現
在
の

３４
・
３
％

（働
き
手
２
・
９
人
で
高
齢
者
１
人

を
扶
養
）
か
ら
２
０
２
０
年
に
は
４８
，８
％

（ワ

人
で
１
人
を
扶
養
）、
２
０
５
５
年
に
は
７９

・

４
％

（１
．
３
人
で
１
人
を
扶
養
）
に
な
る
と

推
計
亀
滅
、
働
き
手
が
高
齢
者
を
支
え
き
れ
る

だ
ろ
う
か
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

老
年
従
属
人
目
指
数
等
の
数
字
は
、
高
齢
社

会
の
危
機
感
を
高
め
、
働
く
人
の
負
担
感
を
増

幅
し
、
と
も
す
る
と
、
誰
が
誰
を
支
え
る
の
か

と
い
う
具
体
的
な
検
証
な
し
な
い
ま
ま
、
高
齢

社
会
の
負
担
の
あ
り
方
を
探
る
輸
拠
と
も
な
っ

て
い
る
。
高
齢
者
に
十
分
な
安
心
を
提
供
す
る④

大姜ほＦⅧれか筆い「観陣緩高どもとに

高
齢
者
の
定
義
の
７５
歳
へ
の
変
更
が
主
張
さ
れ

る
な
ど
、
高
齢
者
を
６５
歳
以
上
の
者
と
定
義
す

る
こ
と
の
是
非
が
問
わ
れ
て
い
る
。
老
年
人
口

を
６５
歳
以
上
、
生
産
年
齢
人
口
を
６４
歳
ま
で
と

定
義
し
な
い
な
ら
ば

（１５
歳
か
ら
生
産
年
齢
人

口
と
し、
え
る
か
も
疑
間
が
残
る
）、
老
年
従
属
人

目
指
数
は
変
化
す
る
。
高
齢
社
会
に
お
い
て
負

担
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際
に
は
、
そ
も
そ
も

誰
が
誰
を
支
え
る
の
か
、
保
障
す
る
人
間
像
と
、

そ
れ
を
支
え
る
人
間
像
を
よ
り
明
確
に
し
た
上

で
、
議
論
を
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
負
担
の

あ
，
方
は
、
各
人
の
人
生
設
計
と
も
運
動
す
る
。
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Ｃ

い
。
具
体
的
な
年
齢
一
抽
象
的
な
表
現
等
、
そ

の
定
義
の
仕
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

①
　
法
律
名
と
高
齢
者

次
の
法
律
は
、
法
律
名
に
「高
齢
者
」
「高
年

齢
者
」
「高
齢
社
会
」
の
文
言
を
用
い
て
い
る
。

①
司
倒
翻
劃
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法

律

（以
下

「高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
と
略
称
し
、

②
副
翻
制
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
、
③

劇
酬
利
引
対
策
基
本
法
、
④
司
酬
剖
の
居
住
の

安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
、
⑤
独
立
行
政
法
人

副
酬

・
障
害
剖
雇
用
支
援
機
構
法
、
Ｏ
司
酬
制

虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支

援
等
に
関
す
る
法
律
、
０
副
酬
剖
、
障
害
者
等

の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
．

０
　
年
齢
基
準
に
よ
る

「高
齢
者
」
の
定
義

高
齢
社
会
対
策
基
本
法
に
規
定
が
な
い
よ
う

に
、
年
齢
を
基
準
と
し
た

「高
齢
者
」
等
の
定

義
の
通
則
を
お
く
法
律
は
少
数
に
と
ど
ま
る
。

全
体
に
通
ず
る
定
義
を
お
く
次
の
法
律
で
も
、

高
齢
者
等
の
年
齢
は
、

５５
歳
、
“
歳
等
と
分
か

れ
て
お
り
、　
一
定
の
年
齢
と
は
な
っ
て
い
な
い

（以
下
、
条
文
抜
粋
）。

課

鞣

硫

墾

珊

司
ＶＩ
馴
劇
ｑ
劉
」。②
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
■

関
す
る
法
律
第
３２
条

罰
淵
響
副
馴
∃
珊
劉
劉
川

獨

鋼

羽

醐

聯

馴
副
渕
副
劉
引
創
刷
馴
制
冽
剥
劉
創
Ч
ｑ
そ
の
他

‥
こ
。
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
範
囲

は
、
第
５０
条
１

蒻
聯
轡
刷
醐
劉
医
療
広
城
連
合

の
区
城
内
に
住
所
を
有
す
ヶ
７５‐
劇
國
Ｊ
司
Ｊ
ご
。

③
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に

対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
「
高
齢

者
」
と
は
、
劇
副
翻
悧
∃
剛
割
」。

個
別
の
施
策
の
対
象
と
す
る
高
齢
者
等
の
範

囲
に
関
し
て
は
、
次
の
法
律
等
が
年
齢
を
基
準

と
す
る
。①
住
宅
金
融
公
庫
法
第
２．
条
の
５
は
、

高
齢
者
を
側
劇
釧
劇
の
者
、
②
地
方
交
付
税
法

第
１２
条
第
１
項
は
、
「高
齢
者
保
健
福
祉
費
」を

了

鏃

赫蜆

洲
引
５‐
釧
劉
超
川
引
呵
範
囲
内
で
承
認
し
、
④

締爛斜〔物酬戦訓物融刹孵林瑚晴熊雌蝉

の
労
働
者
、
⑤
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に

関
す
る
法
律
第
１１
条
は
、
高
齢
者
を
６０‐
劇
川
劃

の
者
と
す
る
。

０
　
年
齢
基
準
と
は
別
の

「老
人
」
の
定
義

年
齢
を
基
準
と
し
た
定
義
は
、
高
齢
で
あ
る

こ
と
を
示
す

「高
齢
者
」
等
の
用
語
を
多
用
す

る
。
他
方
、
敬
老
精
神
等
を
明
示
し
た
老
人
福

祉
法
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
法
律
で
は
、
「老

人
」
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

老
人
福
祉
法
第
２
条
は
、
老
人
福
祉
の
よ
り

ど
こ
ろ
を
示
す
も
の
の
、
老
人
の
年
齢
は
一
般

的
に
定
義
し
て
ぃ
な
い
。
こ
れ
は
、
で
」
の
法
律

の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
社
会
的
弱
者
で
あ

る
老
人
の
福
祉
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
老
人
の
弱
者
た
る
性
質
の
程
度
に
は
、
児

パ
Ч

童
の
場
合
と
異
な
り
相
当
の
個
人
差
が
あ
り
、

一
率
の
年
齢
で
劇
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
こ

と
か
ら
定
義
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
本
法
上
の

『老
人
』
と
い
う
用
語
の
解
釈

は
、
社
会
通
念
上
把
握
さ
れ
る
概
念
に
委
ね
ら

れ
て
お
り
、
強
い
て
定
義
す
れ
ば
、
心
身
の
老

化
現
象
が
顕
者
で
あ
り
、
か
つ
、
社
会
的
に
も

老
人
と
し
て
認
め
ら
許
路
よ
う
な
人
と
い
え
よ

つヽ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「老
人
」
に
係
る
施
策
の
対
象
を
定
め
る
た

め
に
年
齢
基
準
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば

老
人
福
祉
法
（老
人
居
宅
等
事
業
等
）、
所
得
税

法

（老
人
等
の
郵
便
貯
金
の
利
子
所
得
の
非
課

税
）
等
は
、
対
象
者
を
６５‐
劇
別
劇
と
定
め
る
。

次
に
、
高
齢
者
と
年
齢
の
関
係
に
か
か
わ
る

主
要
な
法
令
に
お
い
て
、
年
齢
の
定
め
が
ど
の

よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
か
を
み
て
い
く
。

④
　
厚
生
年
金
保
険
法

１
９
４
１
年
成
立
の
労
働
者
年
金
保
険
法

は
、

５５
歳

（坑
内
大
は
５０
歳
）
か
ら
養
老
年
金

を
支
給
し
た
。
１
９
４
４
年
に
厚
生
年
金
保
険

法
に
改
称
さ
れ
、
１
９
５
４
年
改
正
で
は
、
老

齢
年
金
の
男
性
の
支
給
開
始
年
齢
が
２０
年
か
け

て
段
階
的
に
６０
歳

（坑
内
夫
は
５５
歳
）
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
。
１
９
５
０
年
頃
、
男
性
の
平
均

寿
命
は
５９

・
５
歳
、
女
性
は
６２
。
９
歳
で
あ
っ

た
。
定
年
年
齢
は
ま
だ
５５
歳
で
あ
り
、
労
働
団

体
等
が
６０
歳
へ
の
引
き
上
げ
を
反
対
し
た
。
国

会
で
も
論
議
と
な
っ
た
が
、
平
均
寿
命
が
延
び

る
と
の
予
測
、
年
金
受
給
者
の
占
め
る
比
率
の



高
ま
り
と
保
険
料
負
担
増
、
６０
歳
ぐ
ら
い
か
ら

年
金
生
活
を
す
る
姿
が
望
ま
し
い
点
、
急
激
な

倒
ヽ
姓
制
陵
姉
勧
餃

‐まし、
に
裁
麟
げ
嘘
型
曲
「
し

１
９
５
９
年
に
制
定
さ
れ
た
国
民
年
金
法
で

は
、

６５
歳
か
ら
老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
た
。
支

給
開
始
年
齢
が
遅
す
ぎ
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た

が
、
国
民
年
金
の
対
象
者
の
大
半
を
占
め
る
農

業
従
事
者
や
自
営
業
者
の
生
活
実
態
、
就
労
実

態
か
ら
み
て
無
理
で
は
な
い
し
、
諸
外
国
で
も

老
齢
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
６５
歳
が

一
般
的

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
決
め
ら
れ
た
。
対
し

て
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
６０
歳
か

ら
６５
歳
へ
の
引
き
上
げ
は
、
１
９
８
０
年
改
正

の
最
大
の
柱
と
さ
れ
な
が
ら
も
実
現
し
な
か
っ

た
。
１
９
８
５
年
改
正
で
は
、
厚
生
年
金
の
被

保
険
者
が
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
撃
得

し
た
と
き
、

６５
歳
か
ら
老
齢
厚
生
年
金
を
支
給

し
、

６０
歳
か
ら
６５
歳
ま
で
は
、
特
別
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

し
て
女
性
の
老
齢
厚
生
年
金
に
つ
い
て
は
、
１

９
９
５
年
に
６０
歳
と
な
る
よ
う
、
支
給
開
始
年

齢
が
段
階
的
に
５５
歳
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

１
９
９
４
年
改
正
で
は
、
特
別
支
給
の
老
齢

厚
生
年
金
の
う
ち
、
定
額

（１
階
）
部
分
の
支

給
開
始
年
齢
が
、

１２
年
か
け
て

（男
性
は
２
０

１
３
年
、
女
性
は
２
０
１
８
年
ま
で
に
）、
６５
歳

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、

超
高
齢
社
会
、
人
生
８０
年
時
代
に
お
け
る
人
の

生
き
方
、
働
き
方
が
協
議
さ
れ
た
。
６０
歳
台
前

半
の
雇
用
と
年
金
を
め
ぐ
る
制
度
を
同
時
に
見

直
し
、
相
互
に
連
携
を
と
っ
て
い
く
対
策
が
検

討
さ
れ
た
。
そ
し
て
２
０
０
０
年
改
正
で
は
、

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
報
酬
比
例

（２

階
）
部
分
の
支
給
開
始
年
齢
に
つ
い
て
も
、

１２

年
か
け
て

（男
性
は
２
０
２
５
年
、
女
性
は
２

０
３
０
年
ま
で
に
）
、
段
階
的
に
６５
歳
に
引
き
上

げ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

０
　
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

高
齢
者
と
さ
れ
る
年
齢
は
、
退
職
と
深
い
関

繭肛動れ津はお″け膊“哺御ど錦鮮蘊喝

大
正
時
代
か
ら
大
企
業
を
中
心
に
導
入
さ
れ
、

当
初
定
年
年
齢
は
５０
歳
か
５５
歳
に
設
定
さ
れ

た
。
１
９
５
５
年
頃
に
は
定
年
制
の
普
及
率
は

高
ま
り
、
定
年
年
齢
は
５５
歳
が

一
般
的
と
な
っ

た
。
１
９
７
１
年
に
は

「
中
高
年
齢
老
等
の
雁

用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
、
中
高

年
齢
者
の
雇
用
対
策
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
そ

し
て
１
９
８
６
年
に
は
同
法
が
抜
本
的
に
改
正

さ
れ
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
と
な
り
、

６０
歳

定
年
が
努
力
義
務
と
い
う
形
で
定
め
ら
れ
た
。

１
９
９
０
年
代
に
は
６０
歳
定
年
制
が
定
着

し
、

６５
歳
現
役
社
会
に
向
け
た
議
論
が
展
開
さ

れ
た
。
１
９
９
４
年
に
は
、
年
金
法
改
正
と
併

せ
て
規
制
が
強
化
さ
れ
、

６０
歳
未
満
の
定
年
制

が
無
効
と
な
り
、

６５
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
が
努

力
義
務
と
な
っ
た
。
そ
し
て
２
０
０
４
年
改
正

で
は
、

６５
歳
ま
で
の
安
定
し
た
雇
用
の
確
保
が

推
進
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
中
高
年
齢
者
の
雇

用
対
策
は
、

６０
歳
未
満
の
定
年
制
禁
上
、

６５
歳

ま
で
の
継
続
雇
用
の
奨
励
に
よ
る
６５
歳
ま
で
の

雇
用
機
会
の
確
保
、
お
ょ
び
募
集

・
採
用
時
の

年
齢
制
限
の
緩
和
等
を
通
し
て
中
高
年
齢
者
の

再
就
職
ヶ
促
進
す
る
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
他

「
７０
歳
ま
で
働
け
る
企
業
」
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

⑥
　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

老
人
保
健
法
は
、
２
０
０
２
年
の
改
正
で
、

法
の
対
象
年
齢
を
”
歳
か
ら
７５
歳
に
引
き
上
げ

た
。
高
齢
化
の
進
展
状
況
、
高
齢
者
の
心
身
の

特
性
等
を
み
る
と
、
老
人
保
健
法
制
定
時

（１

９
８
２
年
）
の
７０
歳
以
上
の
者
は
、
改
正
時
で

は
７５
歳
以
上
の
者
に
該
当
す
る
点
が
、
対
象
年

齢
を
引
き
上
げ
た
改
正
趣
旨
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
１
９
８
２
年
に
は

７０
歳
以
上
人
口
が
６
・１
％
で
ぁ
っ
た
と
こ
ろ
、

２
０
０
０
年
に
は
、

７５
歳
以
上
人
口
が
７
，１
％

と
な
り
、
平
均
余
命
は
、
男
性
で
３

・
４２
歳
、

女
性
で
４
・
９６
歳
延
び
た
か
ら
で
あ
る
。

２
０
０
２
年
の
健
康
保
険
法
等
改
正
で
は
、

医
療
保
険
制
度
体
系
の
在
り
方
、
新
た
な
高
齢

者
医
療
制
度
の
創
設
等
に
つ
い
て
の
基
本
方
針

の
策
定
が
法
案
附
則
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
そ
し

て
２
０
０
３
年
３
月
の
閣
議
決
定
で
、
「①
後
期

高
齢
者

（７５
歳
以
上
）
が
加
入
す
る
新
た
な
保

険
制
度
を
設
け
、
保
険
料
、
国
保

・
被
用
者
保

険
か
ら
の
支
援
及
び
公
費
に
よ
っ
て
賄
う
。
②

前
期
高
齢
者

（６５
～
７４
歳
）
は
国
保
又
は
被
用

者
保
険
に
加
入
し
、
制
度
間
の
財
政
調
整
を
行

l④
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う
」
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
２
０
０
６

年
に
公
布
さ
れ
た
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
に
よ
り
、
２
０
０
８
年
４
月
に
「老

人
保
健
法
」
が

「高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
」
に
改
正

・
施
行
さ
れ
た
。

．
３
。
諸
領
域
に
お
け
る

高
齢
者
の
定
義

ω
　
エ
イ
ジ
ン
グ

「老
い
」
は
、
古
く
は
紀
元
前
か
ら
、
多
く

の
知
識
人
や
芸
術
家
達
が
挑
戦
し
て
き
た
テ
ー

マ
だ
が
、
現
代
ほ
と
高
齢
者
に
関
心
が
集
ま
っ

た
こ
と
は
な
い
。
「老
い
」
は
、
「
エ
イ
シ
ン
グ
」

「
エ
イ
ジ
ズ
ム
」
そ
し
て
「
エ
イ
ン
フ
リ
ー
」
ｔ

い
う
概
念
を
め
ぐ
っ
て
議
論
さ
れ
て
き
た
「

高
齢
化
問
題
と
い
う
社
会
問
題
の
文
脈
か
ら

語
ら
れ
た
高
齢
者
は
、
社
詮
抑
援
助
を
必
要
と

す
る
者
と
し
て
客
体
化
さ
れ
た
。
こ
の
と
ら
え

方
は
、
高
齢
者
差
別
を
生
み
出
す
温
床
に
な
り

か
ね
な
い
と
し
て
、
生
涯
発
達
諭
を
中
心
と
し

た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
論
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、老
い
を
連
続
的
な
過
程
と
し
て
把
握
す
る
、

エ
イ
ジ
ン
グ
の
概
念
を
媒
介
と
し
、
老
年
期
を

６５
歳
以
上
の
引
退
と
回
顧
の
時
期
等
と
掟
義
し

た
。
老
年
期
の
発
見
は
、
「老
い
衰
え
ゆ
く
こ
と
」

や

「死
と
死
に
ゆ
く
こ
と
」
と
い
う
、
そ
れ
ま

で
の
人
生
段
階
と
は
異
質
な
問
題
性
か
ら
、
個

で
は
完
結
し
得
な
い
問
題
を
聞
う
社
会
科
学
的

な
意
味
を
浮
上
さ
せ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
エ
イ
シ
ン
グ
を
中
心
的

な
基
軸
概
念
と
し
た
学
問
領
域
で
あ
る
老
年
学

が
展
開
さ
れ
た
。
均
質
と
は
ほ
ど
遠
い
高
齢
集

団
に
つ
い
て
、
年
齢
を
区
分
す
る
客
観
的
な
基

礎
資
料
の
一
つ
で
あ
る
身
体
機
能
を
も
と
に
、

高
齢
者
を
分
類
し
、
定
義
し
た
の
が
老
年
学
で

あ
る
。
中
年
期
（４０
～
６４
歳
）、
高
齢
期
（６５
～
７４

歳
）、
真
高
齢
期
（７５
，
８４
歳
）、
超
高
齢
期
（８５

歳
～
）
等
と
定
義
し
て
い
る
。

他
方
、
自
然
科
学
的
な
視
点
を
老
年
学
に
持

ち
込
ん
だ
臨
床
老
年
医
学
で
は
、
６５
～
７４
歳
を

「前
期
高
齢
者
」、
７５
～
８４
歳
を
「後
期
高
齢
者
」、

８５
歳
以
上
を

「超
高
齢
者
」
と
定
義
す
る
。
社

会
科
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
社
会
老
年

学
で
は
、
社
会
貢
献
を
基
準
に
、
老
年
期
を
、

依
然
と
し
て
社
会
貢
献
で
き
る
者
が
多
数
を
占

み
る
６５
～
７５
歳
ま
で
の
前
期
高
齢
期
と
、
自
立

し
た
生
活
が
困
難
な
者
の
比
率
が
高
ま
る
７５
歳

以
上
に
区
別
し
て
い
る
。

②
　
エ
イ
ジ
ズ
ム
と
エ
イ
ジ
フ
リ
ー

「
エ
イ
ジ
ン
グ
」
研
究
と
平
行
し
て
、
高
齢

者
を
特
化
し
た
対
象
と
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
り

生
し
う
る
差
別
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
た
の

が
、
１
９
６
９
年
に
ロ
パ
ー
ト

・
パ
ト
ラ
ー
が

初
め
で
使
用
し
た

「
ェ
ィ
ジ
ズ
ム

（”
”
０
お
８
と

と
い
う
概
念
で
あ
る
。
エ
イ
ジ
ズ
ム
と
は
、
広

義
で
は
、
あ
る

一
定
の
年
齢
集
団
に
対
す
る
否

定
的
お
ょ
び
肯
定
的
な
偏
兄
や
差
別
を
さ
し
、

融
螂
贅
神
Ｆ
編
咄
構
腱
か
”
猪
臓
¨
請
瑚
誅
団

エ
イ
ジ
ズ
ム
は
、

１９
世
紀
の
人
種
差
別
↑
”
９

バ
▼

ご
ョ
）、
２０
世
紀
の
性
差
別
（８
ｘ
げ
ヨ
）
に
続
き
、

２‐
世
紀
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
高
齢
化
を
主
た
る

要
因
と
す
る
「第
３
の
イ
ズ
ム
」、
究
極
的
な
偏

見
、
最
後
に
残
さ
れ
た
差
別
等
と
い
わ
れ
た
。ヽ

高
齢
者
世
代
を
、
役
に
立
た
な
い
無
用
な
地
位

の
低
い
集
団
等
と
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
た
偏

見
や
差
別
が
「否
定
的
エ
イ
シ
ズ
ム
」
で
ぁ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
高
齢
者
に
好
意
的
な
区
別
、

例
え
ば
高
齢
者
の
み
を
優
避
す
る
社
会
保
障
制

度
は
、
「肯
定
的
エ
イ
ジ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
て
い

Ｚり
。エ

イ
ジ
ズ
ム
論
者
も
、
老
い
と
い
う
言
葉
に

含
ま
れ
る
否
定
的
な
意
味
合
い
は
、
加
齢
と
死

の
混
同
に
あ
る
な
ど
と
、
年
齢
の
意
味
を
議
論

し
た
。
法
的
定
義
、
機
能
的
定
義
、
生
物
学
的

定
義
、
心
理
学
的
観
点
、
社
会
学
的
観
点
等
に

分
類
し
た
年
齢
や
高
齢
者
の
定
義
の
検
証
か

ら
、　
エ
イ
ジ
ズ
ム
論
者
は
、
実
年
齢
に
よ
る
老

年
期
の
定
義
は
恣
意
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

と
主
張
す
る
。
年
齢
は
、
社
会
が
人
間
に
便
宜

的
な
目
的
で
付
与
し
た
概
念
で
あ
り
、
そ
こ
に

各
種
の
視
点
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、　
ェ
イ
ジ

ズ
ム
が
生
ま
れ
た
と
論
じ
る
。
こ
う
し
た
観
点

か
ら
、
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
の
概
念
が
誕
生
し
た
。

０
　
年
齢
差
別
と
特
別
の
保
鷲

年
に
相
絆
的
刹
口
樹

しヽ 会
社
劉
ｒ
脈
根
協
ひ
ギ
御

高
齢
者
も
、
そ
の
能
力
を
活
か
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
伺
ｔ
高
齢
者
は
、

従
来
、　
一
定
年
齢
を
要
件
に
、
様
々
な
社
会
保



障
給
付
を
受
け
て
き
た
。
社
会
保
障
給
付
は
、

貧
困
、
疾
病
、
障
害
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
の
み
な

ら
ず
、
高
齢
者
、
児
童
、
障
害
者
と
い
っ
た
特

定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
者
に
も
支
給
さ
れ

て
き
た
。
そ
こ
で
、　
エ
イ
ン
フ
リ
ー
の
理
念
を

徹
底
す
る
と
、
例
え
ば

「高
齢
」
を
理
由
と
し

た
年
金
支
給
が
課
題
と
な
る
。
こ
の
点
は
、
わ

が
国
で
も
在
職
老
齢
年
金
制
度
を
め
ぐ
る
問
題

と
し
て
顕
在
化
し
て
い
る
。

同
様
に
、
定
午
制
は
年
齢
差
別
か
否
か
が
間

わ
れ
て
い
る
が
、
年
齢
の
高
さ
や
勤
続
年
数
の

長
さ
が
有
利
に
働
く
年
功
的
処
遇
は
、
必
ず
し

も
差
別
と
さ
れ
て
い
な
い
。
定
年
制
を
違
法
だ

と
述
べ
る
論
者
も
、
定
年
制
を
め
ぐ
る
議
論
に

終
始
し
て
お
り
、
年
齢
を
用
い
た
雇
用
管
理
を

発
琳
減
れ
経
時
輔
髪
硼
は
は
蒙

つ 規
Ⅷ
け
林
喉
「

年
齢
差
別
を
否
定
す
る
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
の
考

え
方
は
、
社
会
保
障
政
策
や
労
働
政
策
に
お
い

て
、
特
定
の
年
齢
を
特
別
に
保
障
す
る
理
念
と

対
立
す
る
。
差
別
禁
止
と
高
齢
者
に
対
す
る
保

障
と
の
関
係
が
、
長
年
間
わ
れ
て
〓
た
。

こ
の
点
、
自
由
の
尊
重
を
最
優
先
す
る
論
者

は
、
保
護
立
法
で
は
な
く
差
別
禁
止
立
法
を
中

心
と
し
た
法
政
策
を
推
奨
す
る
。他
の
論
者
は
、

社
会
保
障
の
給
付
要
件
と
し
て
、
年
齢
や
高
齢

が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
意
義
せ
主

張
す
る
。
従
来
、
社
会
保
障
の
主
要
を
給
付
要

件
で
あ
る
困
窮
や
所
得
喪
失
と
高
齢
は
運
動
し０

て
い
た
が
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
は
、
必
ず
し

も
運
動
し
な
く
な
り
、
年
齢
が
独
立
の
給
付
根

拠
と
な
っ
た
。
年
齢
差
別
は
人
種
差
別
や
男
女

差
別
と
は
異
な
る
側
面
を
も
つ
。
社
会
保
障
や

労
働
政
策
と
い
う
形
で
の
高
齢
者
の
保
護
と
高

齢
者
差
別
の
禁
止
は
、両
立
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

わ
が
国
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
も
、
差
別
的

な
立
法
と
な
る
か
、
高
齢
者
を
特
別
に
保
障
す

る
も
の
と
な
る
か
は
、
中
身
次
第
で
あ
る
。

．
４‐「
創
翻
割
が
引
川
Ｈ
力
可

を
制
度
設
計
に
反
映

０
　
国
連
に
よ
る
高
齢
化
社
会
の
定
義

「高
齢
化
社
会
」
と
い
う
用
語
や
、

６５
歳
を

そ
の
指
標
と
し
た
由
米
は
、

′
定
い
で
は
な
い
が
、

１
９
５
９
年
の
国
連
の
報
告
書

「人
口
の
高
齢

吼
尿
ば
“
哺
齢
『
ド
脚
需
帥
降
端
襲
け
〔
』
練

先
進
国
の
水
準
を
基
に
、
「人
口
集
団
が
、
例
え

ば
６５
歳
以
上
の
人
々
が
４
％
に
満
た
な
い
と
き

に
『若
齢
の
Ｃ
８
一●
じ
』、
４
～
７
％
の
間
の
と

き
に

『成
熟
し
た

（ヨ
営
民
じ
」、
ま
た
、
７
％

を
超
え
る
と
き
に

『高
齢
化
し
た

（”
鴬
ｅ
』

と
」、
任
意
に
高
齢
化
を
定
義
し
た
。

国
連
が
、
高
齢
化
率
７
％
を
高
齢
化
の
基
準

と
し
た
１
９
６
０
年
当
時
、
わ
が
国
の
老
年
人

口
も
５
ｏ
７
％
で
あ
っ
た
。
他
方
、
２
０
０
８

年
現
在
、

７５
歳
以
上
人
口
で
さ
え
も
１０
。
２
％

を
占
め
て
」
邦
響

老
年
人
口
を
６５
歳
以
上
と
せ

ず
、
高
齢
者
を
社
会
が
支
え
う
る
人
口
割
合
、

ま
た
は
社
会
の
一
定
割
合
の
年
長
者
と
と
ら

え
、
例
え
ば
人
口
の
上
位
１０
％
を
高
齢
者
と
定

義
す
る
余
地
も
あ
ろ
う
。

②
内
蹴
艤
け
鮨
静

‐こ 「輪
補
出
一

２０
歳
以
上
穴
　
〉

内
は
６０
歳
以
上
）
の
男
女
に
、
「何
歳
以
上
の
人

が

『高
齢
者
』
「お
４
寄
り
」
だ
と
思
う
か
」
せ

質
問
し
た
と
こ
ろ
、

４８
。
７
％

〈
４６

。
７
％
〉

が
ぉ
ょ
そ
７０
歳
以
上
、

１８
・
５
％

〈
１４
％
〉
が

６５
歳
以
上
、

１２
・
９
％

〈
り
ｏ
７
％
〉
が
７５
歳

以
上
と
答
え
た
。

６０
歳
以
上
の
男
女
の
１０
。７
％

は
、

８０
歳
以
上
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、

２０
歳

以
上

穴
　
〉
内
は
６０
～
６９
歳
）
の
男
女
に
、
「今

後

『高
齢
者
」
を
と
の
よ
う
に
と
ら
え
る
べ
き

か
」
と
問
う
た
と
こ
ろ
、

４４
。４
％

〈
５０
。７
％
〉

が
「
６５
歳
以
上
』
よ
り
も
高
い
年
齢
に
す
べ
き
」

と
答
え
、

３２

・
９
％

〈
３３
・
４
％
〉
が

「個
々

人
の
事
情
に
則
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
年

齢
で
一
律
に
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
、

２‐
．
７
％

〈
１５
・
９
％
〉
が

「
「
６５
歳
以
上
」
と

い
う
と
ら
え
方
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
し
た
。
多

く
の
日
本
人
、
そ
れ
も
６０
歳
以
上
の
者
は
、

６５

歳
を
高
齢
者
と
と
ら
え
て
い
な
い
。

そ
も
そ
も
、
本
稿
で
検
証
し
た
ょ
う
に
、
各

法
制
度
は
、
そ
の
制
度
趣
旨
ご
と
に
対
象
と
な

る
高
齢
者
の
年
齢
を
定
め
て
お
り
、
高
齢
者
を

６５
歳
以
上
と
し
て
は
い
な
い
。
今
後
の
社
会
保

障
制
度
を
設
計
す
る
際
の
議
輸
も
、
ど
の
年
代

０
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Ｑ

を
ど
の
年
代
が
支
え
る
の
か
と
い
う
点
を
明
確

に
し
た
上
で
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
支
え

た
い
高
齢
者
に
関
す
る
国
民
の
イ
メ
ー
ジ
を
反

映
し
、
高
齢
者
は
６５
歳
以
上
の
者
と
い
う
前
提

に
固
執
し
な
け
れ
ば
、
年
長
者
に
は
充
実
し
た

社
会
保
障
制
度
を
整
備
す
べ
き
と
い
う
議
論
も

必
ず
し
も
非
現
実
的
で
は
な
い
。

③
　
６５
～
７５
歳
の
す
ご
し
か
た

６０
歳
を
す
ぎ
る
と
、
人
に
よ
っ
て
身
体
が
弱

る
者
も
い
る
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
の
あ
る
者
に

は
、
安
心
し
た
社
会
保
障
が
整
備
さ
れ
て
い
る

社
会
が
望
ま
し
い
。
他
方
、
意
欲
と
能
力
が
あ

る
場
合
、
一
生
働
き
続
け
た
い
と
考
え
る
者
も
、

一
定
年
齢
に
な
っ
た
ら
リ
タ
イ
ア
し
て
、
余
生

を
楽
し
み
た
い
と
思
う
者
も
い
る
。
社
会
の
あ

り
方
は
、
リ
タ
イ
ア
す
る
際
の
年
齢
を
何
歳
之

多
く
の
人
が
と
ら
え
る
か
で
決
ま
る
。

６５
歳
時

脚
饒

鯰

蹴
げ
ゑ
柑
”

す
る
年
齢
を
早
め
の
６５
歳
に
設
定
し
、
そ
の
後

２０
年
間
を
余
生
と
し
て
過
ご
す
の
か
。
そ
れ
と

も
、
こ
の
年
齢
を
７５
歳
と
し
て
、
余
生
は
１０
年

程
度
と
考
え
る
の
か
。

２０
年
間
の
余
生
を
支
え

一
せ
き
ｏ
ふ
さ
こ
　
横
浜
日
立
大
学
大
学
院
国
際
社
会

科̈
学
研
究
科
准
教
授
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、
北

海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位

取
得
退
学
（博
士
〔法
学
Ｖ
。
主
な
著
書
等
に
、
「ア

メ
リ
カ
高
齢
者
法
の
沿
革
穴
横
浜
国
際
経
済
法
学
１６

巻
２
号

（２
０
０
８
年
〉
３３
‐
５３
買
）
等
が
あ
る
。

る
た
め
に
は
、
支
え
手
の
能
力
を
加
味
す
る
と
、

社
会
保
障
制
度
は
、
細
く
長
い
保
障
と
な
ろ
う
。

他
方
、
余
生
と
い
え
る
年
齢
に
は
手
厚
い
保
障

を
行
う
と
す
る
と
、
大
く
短
い
社
会
保
障
と
な

ろ
フヽ
。
い
ず
れ
か
と
国
民
が
選
択
し
た
結
果
を
、

制
度
は
反
映
す
べ
き
で
あ
る
。

高
齢
社
会
に
お
い
て
、
若

。
中
年
労
働
者
の

負
担
感
を
増
幅
さ
せ
る
か
否
か
は
、

６５
～
７５
歳

の
世
代
が
、
今
後
、
ど
の
程
度
支
え
る
側
と
な

る
の
か
、
そ
れ
と
も
支
え
ら
れ
る
側
と
な
る
の

か
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
者
が
そ
の
意
欲
と
能
力

を
活
か
し
て
働
け
る
社
会
と
な
る
に
は
、
雇
用

政
策
も
重
要
と
な
る
。
わ
が
国
の
高
齢
社
会
像

が
明
る
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
人
数
が
多
く
元

気
な
団
塊
の
世
代
の
今
後
の
働
き
方
、
生
活
の

仕
方
に
期
待
し
た
い
。

国
立
社
会
保
障

。
人
口
問
題
研
究
所

「人
口
統
計
資
料

某

（２
０
０
８
）
表
２
１
８
」。
紙
幅
の
関
係
上
、
Ｈ
Ｐ
ア

ド
レ
ス
は
略
す

（以
下
同
様
）。

②
　
高
橋
紘

一
「綸
壇
　
７５
歳
以
上
を
高
齢
者
に
」
週
刊
社

会
保
障
２
４
４
２
号

（２
０
０
７
午
〉
η
頁
。

倒
　
大
山
正
『老
人
福
祉
法
の
解
説
」
（全
国
社
会
福
祉
協
議

会
．
１
９
６
４
年
）
８３
買
０

０
　
以
下
、
吉
原
撻
二

『わ
が
国
の
公
的
年
金
制
度

生
い
立
ち
と
歩
み
」
（中
央
法
規
、
２
０
０
４
年
）

５‐
薫
、
１
２
８
１
１
３
１
頁
他
．

バ
▼

⑤
　
菅
野
和
大

「法
律
学
講
座
双
書
　
労
働
法
　
第
８
版
』

（弘
文
堂
、
２
０
０
８
年
）
５７
１
６．
、
４
２
９
１
４
３
０
頁
、

櫻
壼
源
子
「年
齢
差
別
禁
上
の
法
理
」
倉
い
山
社
、
２
０
０

８
年
）
２３
頁
以
下
参
照
．

０
　
「資
料
１０
　
平
成
１４
年
改
正
に
お
け
る
老
人
保
鯉
法
の

対
無
年
齢
引
上
げ
の
理
由
」
第
１７
回
社
会
保
障
審
議
会
医

療
保
険
部
会
参
考
資
料
。

０
　
シ
ョ
ル
シ
ュ
・
ミ
ノ
ヮ
書
／
大
野
朗
子
＝
青
原
恵
美
子

訳

『老
い
の
歴
史
』
（筑
摩
普
房
、
１
９
９
６
年
）
４
買
。

③
　
以
下

天
曰
城
介

「Ａ
老
い
衰
え
ゅ
く
こ
と
∨
の
■
全

学

（普
及
版
こ

（多
賀
山
版
、
２
０
０
７
年
）
８３
ヌ
以
下
．

０
　
以
下
、
ァ
ー
ド
マ
ン
・
Ｂ
・
パ
ル
モ
ア
者
／
奥
山
正
司

他
訳

「
エ
イ
ジ
ズ
ム
ー
ー
優
這
と
偏
見
・羞
別
』
（法
政
大

学
出
版
局
、
１
９
９
５
年
）
５２
１
“
頁
等
●

ω
　
清
蒙
篤

「
ェ
ィ
ン
フ
リ
ー
社
会
へ
の
展
望
」
清
家
篤
編

『
エ
イ
ン
フ
リ
ー
社
会
」
（社
会
経
済
生
産
性
本
部
、
２
０

０
６
）
Ｈ
頁
。

①
　
仙
稿

「
日
米
の
在
職
老
齢
キ
金
制
度
に
み
る
差
別
禁
止

と
特
別
を
保
障
」
滑
索

。
前
掲
書

（注
１０
）
１
３
７
買
．

０
　
櫻
應

。
前
禍
普

（注
５
）
４５
買
●

”
　
今
後
の
高
齢
社
会
対
策
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検
討

会

（第
２
回
）
配
布
資
料
参
照
。

①
　
総
務
省

「年
齢

（５
歳
階
級
）、
男
女
別
推
計
人
口
」、

総
務
省

「年
齢
３
区
分
別
人
日
の
割
合
及
び
午
齢
構
造
指

数
の
推
移

（昭
和
２５
年
―
平
成
１９
年
こ
。

的
　
今
後
の
高
齢
社
会
対
策
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検
討

全

・
前
掲
責
科

（ｔ
ｌ３
）
「高
齢
者
の
と
ら
え
方
０
こ
．
・

(■ ■

翼お

静
の
平
均
余
命
と
そ
の
延
び
」。

主
な
年



7
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<「高齢者医療制度改革会議」(2010年 5月 17日 )>

新 しい高齢者医療制度に対する考え方

早稲田大学   土田 武史

1.制度改革における基本的視点

① 公平性の確保 (保険者間のリスク構造格差の是正/負担の公平D

② 財政上の安定の確保

③ 連帯の維持 。強化 (世代間連帯の確保)

④ 当事者自治の維持 。強化 (保険者機能の発揮)

⑤ 制度のわかりやすさ (国民の納得)

2.改革の課題

・ 改革を行う以上は、現行制度よりもベターな制度にする必要がある。そのために

は、現行制度がそれに先立つ老人保健制度の問題点を是正するためのであらたこ

とをふまえて、新たな制度は、現行制度の欠点を改めると同時に、先の改革が目

指した老健制度改革のメリットを、ともに充足させることが必要である。

(1)老人保健制度の問題点

1)高齢世代と若年世代の費用負担が不明確 → 上記の③に関連

2)財政運営の責任が不明確 → 上記の④に関連

3)市町村単位での財政運営が困難 → 上記の②に関連

4)高齢者間の保険料負担の格差 → 上記の①に関連

(2)2006年改革による高齢者医療制度

・保険者の再編統合、診療報酬体系の改革、医療費抑制策と一体的に行う

1)新たな高齢者医療制度の創設

→ 後期高齢者医療制度の創設 → 上記の②・③・④に対応

b)前期高齢者医療費に関する財政調整の導入 → 上記の①・② O③に対応

c)高齢者の生活の質 (QODを重視した医療サービスの提供

2)保険者の再編・統合

3)診療報酬体系の改革

4)医療費抑制策                        ｀



(3)新たな高齢者医療制度の問題点

1)75歳以上の高齢者を対象とした制度 (年齢差別)→ 上記の①・⑤に関連

2)高齢者の保険料および患者負担額の増大 → 上記の①・⑤に関連

3)後期高齢者に対する健康診査、診療報酬体系への不満 → 上記の① o⑤に関連

4)被用者保険の負担増大 → 上記の① o② o④に関連

3.新たな制度に求められるもの

(1)公平性の確保

。年鰯 ll (長妻6原則の3)

。高齢者負担の軽減化 (長妻6原貝Jの 5)

・医療給付および診療報酬体系の改定

・保険者間のリスク構造格差の是正

(2)財政の安定化

。財政調整/保険者間のリスク構造調整/国庫負担の見直し

・市町村国保の負担増の回避 (長妻6原則の4)

・保険者組織の改編 (長妻6原則の2, 6)

(3)世代間連帯の強化

・高齢者医療制度介の支援金の見直し

(4)当事者自治 (保険者機能)強化

(5)制度のわかりやすさ (国民の納得)

4.4つの案の検討

(1)池上案

公平性の確保、世代間連帯の強化という′点では評価できる。健康保険組合における

保険者機能を損なう恐れが大きい。国庫負担が少なくなり財政的な安定性に不安。

一元的制度は単純で分かりやすいように見えながら、制度の移行の過程を含めて、

実際の制度運営は単純ではない。

(2)対馬案

年齢区分には一定の合理性が認められるが、高齢者医療の整備等で差別論が再燃す

る危険もある。世代間の負担が明確で、高齢者間の負担の公平化につぃて 評ヽ価で

きる。被用者保険。国保・高齢者医療保険のリスク構造格差の問題は残る。



(3)小島案

被用者保険 (特に健保組合)内部の連帯が強化され、保険者機能も強化される。 し

かし、国保 との
|リ

スク構造格差が残存し、国保の財政や保険者機能をめぐる問題も

変わらない。制度間/保険者間のリスク構造調整/財政調整による対応が必要であ

る。制度的にはわかりやすいが、雇用の流動化・就業形態の多様化に対応 した退職

者健保制度の詳細が不明で不安が残る。

(4)宮武案

高齢者医療制度の推移からいって制度がわかりやすく、世代間連帯の確保、高齢者

の負担の公平化、年齢差別の解消ができる。都道府県 (広域連合)が強い保険者機

能を保持する可能性はあるが、その仕組み作 りが課題。財政の安定と公平 14Lの確保

のためには、被用者保険とのリスク構造格差/財政格差/国庫負担が必要である。

被用者保険における連帯強化の視′ほからは高齢被用者保険の継続加入が望まれる。
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